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主 論 文 題 ： 

 身体活動を促 近隣環境要因 究明 

‐神奈川県藤沢市在住 中高齢者を対象 ‐ 

 

 

容 要旨  

背景 目的  

定期的 身体活動 様々 健康上 効果 あ こ 明 こ 国や地方自治体

い 身体活動促 組 さ た こう た 組 わ 日本人 身体

活動 減少傾向 あ 神奈川県藤沢市 い 身体活動促 た 個別健康支援 を実

施 実施者 い 比較的良好 結果 得 い 市民全体 考え 身体活動 や運動習

慣 減少傾向 あ  

こ う 課題 対策 基 く チ 着目さ い

個人 行動 影響 要因を 個人 個人間 ュニ い た多 捉え

チ法を考え あ 例え 人 長期的 影響を与え 環境を整備 こ

集団 身体活動促 を行うこ 個人を対象 た 効果的 機能

こ 期待さ い 近 日本 こ 分 研究 増加 い 具体的 入

身体活動 ンや種類 人口統計学的要因や社会状況を考慮 た 細 検討 少 い  

本博士論文 日本 藤沢市をフ そ 後 入を視 入 ンや種類別 身体

活動 近隣環境 い 関連を明 こ を目的 た 初 身体活動推 た 基

礎 タ 既存 タを用い 身体活動 医療費 関連を検討 た 次 歩行や自転車

移動時 身体活動 び 余暇時 身体活動 運動 や歩行 ウ キン 自

宅近隣 環境 関連 い 検討 た こ 検討 初 身体活動 関連 個別 環境要因 探

索を行い 次 実際 身体活動を促 働 けを行う際 優先順位を考えた検討を行 た 具体的

次 1～4 検討を行 た  

1 推奨運動 運動習慣 入院外医療費 関連  

本研究 筆者 中心 行 た国保 事業 得 た タを用い 健康

く た 運動基準2006 示さ た日本 け 推奨運動 4METs 時 運動習慣

増加 減少 いう変化 入院外医療費 関連 い 後 向 検討 た  

対象 藤沢市国保被保険者1,343 齢63.3±5.1 ：Mean±SD あ た 医療費 分析 2002

度 2004 度 間入院外医療費を用いた 運動習慣 質問紙 1 間 1回30分以上 運動や

を行う頻度 い 事業開始時 2002 2 後 2004 追跡調査 評価 た そ

結果 2回 非推奨値 群 非推奨群 推奨値 非推奨値 減少 た群 減少群 非推奨値

推奨値 増加 た群 増加群 び 2回 推奨値 群 推奨群 4群 分類 た  

2002 度 医療費 運動習慣 4 群間 差 た 2004 度 2002 度 医療費 差

均値 非推奨群：＋13,700 減少群：＋16,416 増加群：＋6,710 推奨群： 94 非推奨群

推奨群 間 意差を認 た 回帰分析を用い 医療費 変化 関連 要因を検討 た結果 運

動習慣 い 非推奨群 対 推奨群 あ こ 意 入院外医療費 増加 少 た  

2 移動時 歩行 自転車利用 タ ン 環境要因 関連  

移動時 歩行や自転車 利用 環境要因 関連 び タ ン 関連

環境要因 い 検討 た 本研究 2009 藤沢市特定健診結果 び 2010 3

特定健診 診者 一部を対象 行 た質問紙調査 タを用いた 対象者 40～69

国保被保険者約 72,000 うち 2009 特定健診を 診 た者約 30,000 4,165 を層 
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化無作為抽出法 性別 郵便番号 抽出 た 調査 回答 あ た 2,610 返答率 62.7%

うち 解析可能 者 2,449 効回答率 58.8％ あ た  

解析 基本属性 齢 教育 就労状況 経済状況 身体状況 主観的健康感 生活

習慣 喫煙状況 飲酒頻度 食生活 身体活動 国際標準化身体活動質問紙 International Physical 

Activity Questionnaire Long version; IPAQ 日本語版 び IPAQ 環境尺度日本語版 タを用

いた 統計解析 基本属性を調整 環境 好 い 想定さ 場合 移動時 身体活動

多い 比 算出さ 回帰分析を行 た タ ン

基本属性 生活習慣を調整 た 回帰分析 好 い環境 タ

ン 非 当 関連を解析 た  

そ 結果 男女共通 移動 た 歩行時間 関連 明 た環境要因 住居密

度 高いこ 商店 良いこ 歩道 あ こ 自動車

を所 い いこ あ た 移動手段 自転車利用 自転車運転時

安全性 交通 高いこ 関連 移動 け 身体活動 推奨 を満た こ

商店 良いこ 自動車 を所 い いこ

関連 明 た た 基本属性 び生活習慣を調整 健康状態 代表例

タ ン 環境要因 関連 こ 明 た  

3 60～69 け 移動時 歩行 び余暇時 歩行 ウ キン 環境要因 関連  

身体活動 環境 関連を検討 た研究 多く 若 中高 幅広い世代を対象 実施

い そこ 本研究 検討 2 対象者 タ を 60～69 絞 移動時 歩行

びウ キン 環境要因 関連を検討 た 対象 1,917 あ 統計解析 基本

属性を調整 環境 歩行行動 好 い 想定さ 場合 移動 び余暇 歩行

多い 比 算出さ 回帰分析を行 た  

本研究 結果 60～69 者 け 歩行 環境要因 関連 歩行 目的 移動 余暇活動

異 こ 明 た 移動 た 歩行時間 意 関連を認 た環境要因

商店 良いこ 歩道 あ こ 自動車 を所 い いこ

あ た ウ キン 運動実施者を見 け こ 景観 良いこ あ た  

4 余暇時 運動 ウ キン 移動時 歩行 関連 個人 び社会的要因 環境要因  

 身体活動 環境要因 関連 そ 種類や目的 異 こ 明 た た 時 様々

近隣環境 身体活動 関連 こ 明 た 後 身体活動促 た 関連

環境整備を行うこ 困難 あ 各身体活動 対 効果的 効率的 チ法を選択

いく必要 あ そこ 余暇時 運動 ウ キン び移動時 歩行実施 い 既

述 検討 調整因子 た基本属性 社会人口統計学的要因 健康状態 組 込 優先的

関与 環境要因 探索を行 た  

本検討 検討 2 対象者 様 40～69 藤沢市国保被保険者2,449 を対象 た 統計解

析 基本属性 環境要因を独立変数 各身体活動 余暇時 運動 ウ キン 移動時

歩行 を従属変数 た多 回帰分析を行い 変数減少法 変数選択を た  

 解析 結果 基本属性 教育 高いこ 就労 い いこ 経済的暮 向 良

いこ 健康 あ こ 環境要因 運動場所 良いこ 自動車

を所 こ 余暇時 運動 実施 関連 た ウ キン び移動時 歩行

関連 要因 異 こ 明 た  

 

検討1 推奨運動  4 METs 時 以上 運動 そ 間 入院外医療費 増加抑制

関連 こ 示唆さ た 検討 2 4 を通 日本人を対象 た本研究 い 諸外国 研

究 様 身体活動を促 自宅近隣 環境要因 歩行や自転車 移動時 身体活動 余暇時

身体活動 運動 やウ キン い た身体活動 ンや種類 異 こ

示さ た さ 各身体活動 優先的 関与 環境要因 示さ た  


